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▽
基
礎
知
識

１
．
活
動
事
業
区
分

⑴
宗
教
活
動
、
公
益
事
業
、
収
益
事
業

宗
教
法
人
法
第
２
条
に
あ
る
よ
う
に
、
宗
教
法
人
の
主
た
る
目
的

は
、「
宗
教
の
教
義
を
ひ
ろ
め
、
儀
式
行
事
を
行
い
、
及
び
信
者
を

教
化
育
成
す
る
こ
と
」
で
す
。

し
か
し
、
宗
教
法
人
で
は
上
記
の
よ
う
な
「
宗
教
活
動
」
の
み
な

ら
ず
「
公
益
事
業
」
や
「
公
益
事
業
以
外
の
事
業
」
も
営
む
こ
と
が

可
能
で
す
。

公
益
事
業
と
は
公
共
の
利
益
を
図
る
目
的
で
営
ま
れ
る
事
業
で
あ

り
、
か
つ
営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の
を
い
い
ま
す
（
例
：
幼
稚
園
・

保
育
園
の
経
営
、
墓
地
経
営
）。

公
益
事
業
以
外
の
事
業
と
は
宗
教
法
人
の
目
的
に
反
し
な
い
限
り

行
う
こ
と
が
で
き
る
事
業
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
宗
教
法
人
に
ふ

さ
わ
し
く
な
い
事
業
は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。

宗
門
総
合
振
興
計
画
の
一
環
と
し
て
、
適
正
な
寺
院
運
営
に
資

す
る
た
め
、『
宗
報
』（
令
和
２
年
４
月
号
）
よ
り
、
宗
教
法
人
の

会
計
・
税
務
に
つ
い
て
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

今
号
は
引
き
続
き
、
会
計
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し

ま
す
。

寺院の適切な管理運営について

▷ 会計・税務③

寺院活動支援部〈一般寺院担当〉
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・
投
機
的
性
格
を
有
す
る
も
の
。

・
風
俗
営
業
に
該
当
す
る
も
の
。

・
規
模
が
宗
教
法
人
本
来
の
状
態
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
過
大
又
は

不
適
当
な
も
の
。

宗
教
法
人
が
、
公
益
事
業
や
、
収
益
事
業
な
ど
公
益
事
業
以
外
の

事
業
を
行
う
場
合
に
は
、
以
下
の
２
つ
が
必
要
で
す
。

⑵
会
計
区
分

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
事
業
区
分
に
お
い
て
は
会
計
上
の
区
分
も
必
要

で
す
。

宗
教
法
人
会
計
に
は
、「
一
般
会
計
」
と
「
特
別
会
計
」
の
２
つ

が
あ
り
ま
す
。

「
一
般
会
計
」
と
は
、
日
々
の
宗
教
活
動
の
収
入
や
支
出
を
処
理

す
る
通
常
の
会
計
を
い
い
ま
す
。

「
特
別
会
計
」
と
は
、
特
別
な
目
的
の
た
め
、
一
般
会
計
と
別
個

独
立
し
て
収
支
計
算
や
財
務
計
算
を
行
っ
て
い
る
会
計
を
い
い
ま

す
。
例
え
ば
、
①
境
内
建
物
の
新
築
な
ど
長
期
に
わ
た
る
大
規
模
な

計
画
を
行
う
場
合
、
②
法
人
税
法
上
の
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
る
場

合
、
③
国
や
地
方
公
共
団
体
か
ら
補
助
金
交
付
を
受
け
る
事
業
（
幼

稚
園
・
保
育
園
等
）
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
特
別
会
計
を
設
け

ま
す
。

会
計
を
区
分
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
現
預
金
を
区
分
（
特
別
会
計

専
用
の
通
帳
を
準
備
）
し
て
管
理
す
る
と
と
も
に
、
一
般
会
計
と
は

別
の
会
計
帳
簿
に
て
収
支
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計
の
う
ち
、
②
の
場
合
は
企
業
会
計
に
準
じ
て
処
理
し
ま

す
。
③
の
場
合
は
補
助
金
を
交
付
す
る
所
轄
庁
の
要
請
に
よ
り
、
学

校
法
人
会
計
基
準
や
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準
に
基
づ
い
て
処
理
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

公益事業

宗教法人

各事業の種類ごとに「事業に関する書類」

事業なし
公益事業以外の事業

(収益事業)

・	

寺
則
（
規
則
）
に
事

業
の
種
類
や
管
理
運

営
に
関
す
る
事
項
を

規
定
す
る
。〈『
宗
報
』

（
平
成
30
年
８
月
号
）

参
照
〉

・	
各
事
業
の
種
類
ご
と

に
「
事
業
に
関
す
る

書
類
」
を
事
務
所
に

備
え
る
。

こ
の
「
事
業
に
関
す
る

書
類
」
は
事
業
の
状
況
、

事
業
に
関
す
る
収
支
そ
の

他
の
事
業
内
容
や
経
営
の

実
情
を
表
す
書
類
を
い
い

ま
す
。

図 1
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8宗報 2020年 6 月号

２
．
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
と
そ
の
取
扱
い

宗
教
法
人
は
、
管
理
運
営
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
法
人
の
状
況
を
的

確
に
把
握
す
る
た
め
、
必
要
な
書
類
、
帳
簿
を
常
に
備
付
け
て
お
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

宗
教
法
人
法
に
定
め
ら
れ
た
備
付
け
書
類
等
は
、
信
者
そ
の
他
の
利

害
関
係
人
の
閲
覧
請
求
の
対
象
に
な
り
ま
す
し
、
そ
の
一
部
の
写
し
は

毎
年
所
轄
庁
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。〈『
宗
報
』（
平
成
29
年
８

月
号
）
参
照
〉

ま
た
、
税
務
署
に
対
し
て
は
、
以
下
の
書
類
を
提
出
し
ま
す
。

⑴
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

収
益
事
業
を
行
っ
て
お
ら
ず
法
人
税
の
申
告
義
務
が
な
い
法
人

で
、
年
間
の
収
入
が
８
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
会
計

年
度
終
了
後
４
か
月
以
内
に
「
公
益
法
人
等
の
損
益
計
算
書
等
の
提

出
書
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑵
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合

収
益
事
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
会
計
年
度
終
了
後
２
か
月
以
内

に
、
所
得
金
額
や
法
人
税
の
額
等
を
記
載
し
た
確
定
申
告
書
の
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
法
人
税
の
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
確
定
申
告
書
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
収
益
事
業
に
関
す

る
貸
借
対
照
表
や
損
益
計
算
書
等
だ
け
で
な
く
、
収
益
事
業
以
外
の

事
業
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
書
類
も
併
せ
て
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

３
．
財
産
目
録
・
貸
借
対
照
表
・
収
支
計
算
書
の
見
方

⑴
収
支
計
算
書

収
支
計
算
書
と
は
、
会
計
年
度
の
す
べ
て
の
収
入
、
支
出
の
明
細

宗門総合振興計画

出所：宗教法人会計研究会編著『宗教法人会計の基礎と税務』税務経理協会、1998年、P52

一般会計

本来の宗教活動

特別会計

公益事業会計(特別会計)

収益事業会計(特別会計)

その他の事業会計

宗教活動会計

図 2
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表
で
あ
り
、
予
算
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
算
の
執
行
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
書
類
で
す
。
つ
ま
り
法
人
と
し
て
の
１
年
間
の
宗
教

活
動
等
を
数
字
で
表
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

「
当
年
度
収
入
合
計
」
＋
「
前
年
度
末
現
金
預
金
」

＝
「
当
年
度
支
出
合
計
」
＋
「
当
年
度
末
現
金
預
金
」

⑵
貸
借
対
照
表

一
定
の
時
点
（
会
計
年
度
終
了
日
）
に
お
け
る
資
産
、
負
債
、

正
味
財
産
を
一
括
し
て
表
示
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
書
類
の
作
成

は
任
意
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑶
財
産
目
録

財
産
目
録
と
は
、
一
定
の
時
点（
会
計
年
度
終
了
日
）に
お
い
て
、

法
人
が
保
有
す
る
す
べ
て
の
資
産
（
土
地
、
建
物
、
現
金
、
預
金
等
）

と
す
べ
て
の
負
債
（
借
入
金
等
）
に
つ
い
て
、
そ
の
区
分
、
種
類

ご
と
に
一
覧
に
し
、
法
人
の
財
産
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

す
。貸

借
対
照
表
・
財
産
目
録
と
も
に
法
人
の
所
有
す
る
資
産
・
負

債
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
両
者
の
各
科
目
の
金

額
は
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
ま
す
。

財
産
目
録
は
会
計
年
度
末
日
に
お
け
る
資
産
と
負
債
を
、
実
地

棚
卸
に
基
づ
い
て
数
量
や
金
額
を
調
べ
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
会
計
帳
簿
と
は
切
り
離
し
た
視
点
で
作
成
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
一
方
、
貸
借
対
照
表
は
収
支
計
算
書
を
作
成
し
た
後
、
減
価

償
却
等
の
手
続
き
を
経
て
誘
導
的
に
作
成
さ
れ
る
点
で
両
者
は
異

な
り
ま
す
。

⑷
資
産
の
区
分
表
示

宗
教
法
人
の
保
有
す
る
資
産
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
財

産
目
録
で
は
そ
れ
ら
を
区
分
し
て
表
示
し
ま
す
。

▽
宗
門
に
お
い
て
は
、
寺
院
の
財
産
に
つ
い
て
、
寺
院
規
程
第
32

条
に
以
下
の
通
り
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
特
別
財
産

・
本
尊
、
影
像
そ
の
他
礼
拝
の
対
象
と
な
る
有
体
物

・
法
物

②
基
本
財
産

・
不
動
産

・
宝
物

・
基
本
財
産
と
し
て
指
定
寄
附
を
受
け
た
有
価
証
券
、
現
金

そ
の
他
の
動
産

・
基
本
財
産
に
編
入
す
る
こ
と
を
責
任
役
員
が
議
決
し
た
有

価
証
券
、
現
金
そ
の
他
の
動
産

③
運
用
財
産

・
懇
志

・
基
本
財
産
か
ら
生
ず
る
果
実

・
特
別
財
産
及
び
基
本
財
産
以
外
の
財
産
並
び
に
雑
収
入

情報コーナー
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大科目 中科目
宗 教 活 動 収 入 主として宗教活動本来の活動による収入

宗 教 活 動 収 入 布施収入など
会 費 収 入 門徒から徴収する会費等の収入
寄 附 金 収 入 宗教法人運営のため寄附された収入
補 助 金 収 入 包括宗教法人団体等からの補助金、助成金

（国や地方公共団体からの補助金は、特別会計で処理）
資 産 管 理 収 入 資産の運用及び売却等に伴う収入

資 産 運 用 収 入 預貯金の利子や有価証券の配当などによる収入
資 産 売 却 収 入 資産売却に伴う収入

雑 収 入 宗教活動収入及び資産管理収入以外の収入
雑 収 入

繰 入 金 収 入 特別会計からの繰入金
〇〇特別会計繰入金収入

貸 付 金 回 収 収 入 金銭貸付の返済による収入
貸 付 金 回 収 収 入 （法人税法上の収益事業に該当しないものを計上）

借 入 金 収 入 宗教法人の外部からの借入金による収入
借 入 金 収 入

特別預金取崩収入 一定の目的で積立てられた預金を取崩して使用する場合
基本財産預金取崩収入 基本財産として設定された預金を取崩して使用する場合
〇〇積立預金取崩収入

預 り 金 収 入 源泉所得税、住民税、社会保険料等の預り金の受入額
預 り 金 収 入

大科目 中科目
宗 教 活 動 支 出 宗教法人本来の活動に要する経費

（ 宗 教 活 動 費 ） 宗教活動に直接要する経費
儀 式 ・ 行 事 費 宗教上の儀式・行事を行うための一切の経費
教 化 ・ 布 教 費 教義をひろめ、門徒を教化するための一切の経費
門 徒 接 待 費 門徒との接待費（慶弔費）
子 弟 養 成 費 子弟養成のための宗教的育成の経費
寄 附 金 災害復旧等寄附金
雑 費 上記以外の宗教活動に要する雑費
（ 管 理 費 ） 宗教法人の管理、運営、維持に要する経費
会 議 費 責任役員会等の会議に要する経費
事 務 費 事務用消耗品費、水道光熱費などの事務諸経費
旅 費 交 通 費 法人事務のために要する旅費交通費
負 担 金 包括宗教団体等へ支払う諸負担金
諸 会 費 包括宗教団体等以外の加入諸団体への会費
修 繕 費 建物、什器備品、車両等の修繕費用
火 災 保 険 料 宗教法人所有建物等の火災保険料
公 租 公 課 宗教法人の負担すべき諸税
雑 費 上記以外の管理運営に要する経費

人 件 費
給 与 手 当
福 利 厚 生 費 社会保険料事業主負担分、職員慶弔費など
退 職 金

繰 入 金 支 出 特別会計の資金補充のための支出
〇〇特別会計繰入金支出

資 産 取 得 支 出 資産の取得に要する支出
基本財産〇〇取得支出 基本財産の取得に要する支出
運用財産〇〇取得支出 運用財産の取得に要する支出

貸 付 金 支 出 金銭貸付の貸付による支出
貸 付 金 支 出 （法人税法上の収益事業に該当しないものを計上）

借 入 金 返 済 支 出
借 入 金 返 済 支 出 宗教法人の外部からの借入金の返済による支出
支 払 利 息 支 出 上記借入金の利息に係る支出

特 別 預 金 支 出 一定の目的のための積立預金への支出
基 本 財 産 預 金 繰 入
〇 〇 積 立 預 金 支 出

預 り 金 支 出 源泉所得税、住民税、社会保険料等の納付額
預 り 金 支 出

予 備 費 他の科目の予算不足に充当するためのもの

予算書及び収支計算書の勘定科目(例)
科目

説明

科目
説明

図 3

宗門総合振興計画
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⑸
財
産
目
録
・
貸
借
対
照
表
・
収
支
計
算
書
の
関
係

各
書
類
に
お
い
て
一
致
す
る
事
項
は
以
下
の
通
り
で
す
。

・
収
支
計
算
書
の
収
入
合
計
と
支
出
合
計

・
収
支
計
算
書
の
当
年
度
末
現
金
預
金
と
貸
借
対
照
表
及
び
財

産
目
録
の
現
金
預
金

・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
の
現
金
預
金
残
高
と
翌
年
度
収

支
計
算
書
の
前
年
度
末
現
金
預
金

・	

貸
借
対
照
表
の
資
産
合
計
と
負
債

及
び
正
味
財
産
合
計

な
お
、
財
産
目
録
は
貸
借
対
照
表
の
区

分
に
準
じ
て
、
資
産
の
部
、
負
債
の
部
に

区
分
し
、
財
産
目
録
の
金
額
は
貸
借
対
照

表
記
載
の
金
額
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

４
．
勘
定
科
目

⑴
予
算
書
及
び
収
支
計
算
書
の
勘
定
科
目

予
算
書
及
び
収
支
計
算
書
の
勘
定
科
目

例
は
、
図
３
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

ど
の
勘
定
科
目
を
使
用
す
る
か
に
つ
い

て
、
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
は
な
い
た
め
、

取
引
内
容
と
勘
定
科
目
名
称
が
大
幅
に
乖

離
し
て
い
な
け
れ
ば
、
各
法
人
の
判
断
で

処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

し
か
し
、
一
度
決
め
た
科
目
処
理
に
つ
い
て
は
特
段
の
理
由
の
な

い
限
り
毎
年
度
、
同
一
の
も
の
を
継
続
し
て
使
用
す
る
よ
う
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

⑵
財
産
目
録
の
勘
定
科
目

財
産
目
録
の
様
式
例
は
図
４
の
通
り
で
す
。

図 4
財産目録

 　　　　負　　債　　合　　計　　（Ｂ） 円

 　正　味　財　産　（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 円

負　　　　債  　金　　　　額

借 入 金 円

預 り 金
（1）源泉所得税 円

（2）住民税 円

貸 付 金

 　　　　資　　産　　合　　計　　（Ａ） 円

台 円

什 器 備 品 点 円

図 書 冊 円

円

現 金 円

預 貯 金 口 円

運 用 財 産

預 貯 金 口 円

車 輛

点 円

有 価 証 券 枚 円

基 本 財 産

土 地
境 内 地 ㎡ 円

そ の 他 ㎡ 円

建 物
境 内 建 物 ㎡ 円

そ の 他 ㎡ 円

宝 物

資　　　　産 金 額 （ 評 価 額 ）

特 別 財 産
本 尊 ・ 影 像 そ の 他 点 円

法 物 （ 什 物 ･ 仏 具 ） 点 円

情報コーナー
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５
．
予
算

⑴
予
算
の
管
理

宗
教
法
人
の
予
算
は
、
宗
教
活
動
の
具
体
的
な
計
画
を
実
現
す
る

た
め
、
１
年
間
の
収
入
と
支
出
を
見
積
も
っ
て
、
勘
定
科
目
と
金
額

に
よ
り
表
示
し
た
も
の
で
す
。

予
算
に
関
す
る
事
項
は
寺
則
の
記
載
事
項
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
適
正
に
予
算
を
編
成
し
執
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
収
入
予

算
は
当
該
年
度
の
支
出
の
裏
付
け
（
財
源
）
と
な
る
も
の
で
す
。
ま

た
支
出
予
算
は
、
宗
教
法
人
が
代
表
役
員
に
対
し
て
あ
ら
か
じ
め
具

体
的
な
支
出
（
こ
れ
に
関
す
る
契
約
の
締
結
を
含
む
）
の
権
限
を
与
え

る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

支
出
予
算
を
決
定
し
て
い
な
い
場
合
は
、
支
出
に
関
す
る
ど
ん
な
契

約
を
す
る
際
に
も
、
責
任
役
員
の
合
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

⑵
予
算
の
編
成

予
算
編
成
は
、
毎
会
計
年
度
開
始
前
に
代
表
役
員
の
責
任
に
お
い

て
責
任
役
員
会
等
の
議
決
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
会
計
年

度
が
４
月
か
ら
始
ま
る
場
合
、
時
期
的
な
余
裕
を
も
っ
た
う
え
で
１

月
下
旬
に
は
予
算
編
成
を
行
っ
た
後
、
２
月
中
旬
頃
に
は
役
員
会
等

の
承
認
を
得
ま
す
。

こ
の
予
算
編
成
を
行
う
う
え
で
、
次
の
点
に
留
意
し
て
く
だ
さ

い
。

①
支
出
の
見
積
り

翌
年
度
の
業
務
及
び
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
過
去
の
支
出
金

額
・
社
会
情
勢
・
門
徒
の
増
減
と
い
っ
た
内
部
事
情
を
加
味
し
な

が
ら
宗
教
活
動
に
要
す
る
費
用
の
す
べ
て
を
見
積
り
ま
す
。

②
収
入
の
見
積
り

上
記
の
支
出
に
対
応
す
る
収
入
を
社
会
情
勢
や
門
徒
の
増
減
を

考
慮
し
な
が
ら
見
積
り
ま
す
。

③
予
算
の
調
整

予
算
は
収
入
・
支
出
と
も
実
現
可
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
支
出
に
つ
い
て
は
活
動
別
の
重
要
度
の
比
較

や
費
用
の
節
約
等
の
観
点
か
ら
調
整
を
加
え
ま
す
。
一
方
収
入
に

つ
い
て
も
過
剰
な
見
積
り
に
な
っ
て
い
な
い
か
等
を
検
討
し
ま

す
。収

入
及
び
支
出
の
見
積
り
の
後
、
次
の
点
に
注
意
し
て
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

・
科
目
内
容
は
、
特
段
理
由
の
な
い
限
り
毎
年
度
、
同
一
の
も

の
を
継
続
し
て
使
用
し
、
み
だ
り
に
こ
れ
を
変
更
し
な
い

・
宗
教
法
人
に
帰
属
す
る
収
入
・
支
出
は
す
べ
て
計
上
す
る

⑶
予
算
の
変
更

法
人
を
運
営
し
て
い
く
な
か
で
、
本
来
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
活

動
の
開
始
や
修
繕
等
に
よ
っ
て
当
初
の
予
算
額
を
超
過
し
て
し
ま
う

項
目
（
勘
定
科
目
）
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
予
算
編
成

を
行
い
ま
す
。

宗門総合振興計画
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収入の部
科目 当年度予算額 前年度予算額 増　減 備考

　宗教活動収入 〔　　13,250,000〕 〔　　14,150,000〕 〔　　△ 900,000〕
　　宗教活動収入 13,000,000　 13,000,000　 0　
　　会費収入 150,000　 150,000　 0　
　　寄附金収入 100,000　 1,000,000　 △ 900,000　
　資産管理収入 〔　　　　   5,000〕 〔　　　　   5,000〕 〔　　　　　　　　0〕
　　資産運用収入 5,000　 5,000　 0　
　雑収入 〔　　　　 10,000〕 〔　　　　 10,000〕 〔　　　　　　　　0〕
　　雑収入 10,000　 10,000　 0　
　繰入金収入 〔　　 1,000,000〕 〔　　 1,000,000〕 〔　　　　　　　　0〕
　　特別会計繰入金収入 1,000,000　 1,000,000　 0　
　借入金収入 〔　　　　　　　　0〕 〔　　　　　　　　0〕 〔　　　　　　　　0〕
　　借入金収入 0　 0　 0　
　特別預金取崩収入 〔　　　　　　　　0〕 〔　　 1,000,000〕 〔 △ 1,000,000〕
　　修繕積立預金取崩収入 0　 1,000,000　 △ 1,000,000　
　預り金収入 〔　　　 200,000〕 〔　　　 200,000〕 〔　　　　　　　　0〕
　　預り金収入 200,000　 200,000　 0　
　前年度末現金預金 9,241,760　 10,371,760　 △ 1,130,000　
　収入合計 23,706,760　 26,736,760　 △ 3,030,000　
支出の部

科目 当年度予算額 前年度予算額 増　減 備考
　宗教活動支出 〔　　8,270,000〕 〔　　11,450,000〕 〔 △ 3,180,000〕
　（宗教活動費）
　　儀式・行事費 3,000,000　 3,000,000　 0　
　　教化・布教費 1,300,000　 1,000,000　 300,000　
　（管理費）
　　会議費 100,000　 100,000　 0　
　　事務費 2,750,000　 2,500,000　 250,000　
　　旅費交通費 720,000　 750,000　 △ 30,000　
　　負担金 100,000　 100,000　 0　
　　修繕費 300,000　 4,000,000　 △ 3,700,000　
　人件費 〔　　 5,245,000〕 〔　　 5,245,000〕 〔　　　　　　　　0〕
　　給料手当 5,200,000　 5,200,000　 0　
　　福利厚生費 45,000　 45,000　 0　
　資産取得支出 〔　 　　150,000〕 〔　　　　　　　　0〕 〔　 　　150,000〕
　　車両取得費支出 150,000　 0　 150,000　
　特別預金支出 〔　　　 600,000〕 〔　　　 600,000〕 〔　　　　　　　　0〕
　　修繕積立預金支出 600,000　 600,000　 0　
　預り金収入 〔　　　 200,000〕 〔　　　 200,000〕 〔　　　　　　　　0〕
　　預り金収入 200,000　 200,000　 0　
　予備費 0　 0　 0　
　当年度末現金預金 9,241,760　 9,241,760　 0　
　支出合計 23,706,760　 26,736,760　 △ 3,030,000　

○○年度　収支予算書(例)

図 5

情報コーナー
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宗門総合振興計画

①
予
備
費

当
初
予
算
で
あ
ら
か
じ
め
予
備
費
と
い
う
科
目
を
設
定
し
、
そ

の
予
備
費
を
超
過
し
た
予
算
額
に
流
用
し
ま
す
。
こ
の
予
備
費
は

全
体
予
算
総
額
の
５
～
10
％
程
度
が
適
当
で
す
。

②
科
目
間
の
流
用

予
算
に
対
し
て
実
績
額
に
余
裕
の
あ
る
頂
目
か
ら
超
過
し
て
し

ま
っ
た
項
目
に
予
算
を
流
用
し
不
足
額
を
補
填
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

③
補
正
予
算

①
や
②
で
対
応
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
予
算
の
追
加
計
上
を
す

る
た
め
寺
則
に
従
っ
て
補
正
予
算
を
編
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
寺
則
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
予
備
費
の
使
用
や

科
目
間
の
流
用
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
定
め
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

本
内
容
は
、
宗
派
顧
問
税
理
士
「
税
理
士
法
人
ゆ
び
す
い
」
編

著
の
『
実
務
が
わ
か
る
「
宗
教
法
人
会
計
・
税
務
」
基
礎
か
ら
行

政
手
続
き
ま
で
』（
株
式
会
社
出
版
文
化
社
、
２
０
１
８
）に
基
づ
き
、

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。


